
27

広
報
ま
つ
ば
ら

18

広
報
ま
つ
ば
ら

19

1819 2014.1

広報 まつばら

2014.1

vol.199vol.199

　
大
正
十
一
年（
一
九
二
二
）
三
月
三
十
一
日
、

大
阪
鉄
道
道
明
寺 

 ̶

布
忍
間
に
レ
ー
ル
が
敷

か
れ
、
四
月
十
八
日
に
営
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

現
在
の
近
鉄
南
大
阪
線
で
す
。
同
鉄
道
は
、
一

年
後
の
大
正
十
二
年（
一
九
二
三
）四
月
十
三
日
、

布
忍
か
ら
大
阪
天
王
寺（
現
大
阪
阿
部
野
橋
）へ

と
延
伸
さ
れ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
ま
で
布
忍
駅

が
始
発･

終
着
駅
と
な
っ
て
い
た
の
で
す
。

　
布
忍
駅
ホ
ー
ム
に
西
接
し
て
、
布
忍
駅
前
駐

車
場
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
が
、
電
車
を
停
留

す
る
引
き
込
み
線
で
し
た
。
の
ち
、
昭
和
30
年

代
前
半
ご
ろ
ま
で
、
貨
物
車
の
荷
お
ろ
し
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
今
で
は
そ
の
遺
構

は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
も
道
路
か
ら

は
一
段
と
高
ま
り
を
見
せ
、
土
盛
り
が
施
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
南
河
内
方
面
か
ら
ま
ず
布
忍
駅
ま
で
鉄
道

が
開
通
し
た
の
は
布
忍
地
域
が
江
戸
時
代
か

ら
近
代
に
至
る
ま
で
、
堺
方
面
と
の
結
び
つ
き

が
強
く
、
堺
と
大
和
を
結
ぶ
商
業
・
宗
教
ル
ー

ト
と
し
て
頻
繁
に
利
用
さ
れ
た
長な
が

尾お

街
道
が

通
っ
て
い
た
こ
と
も
一
因
で
し
ょ
う
。
今
の
布

忍
第
一
号
踏
切
に
あ
た
り
ま
す
。

　
踏
切
の
南
側
で
、
レ
ー
ル
が
大
き
く
河
内
松

原
駅
方
面
に
向
か
っ
て
東
に
半
円
を
描
く
よ

う
に
カ
ー
ブ
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
東
側
に

西
池
が
水
を
た
た
え
て
い
た
か
ら
で
す（「
歴

史
ウ
ォ
ー
ク
」
122
）。
西
池
は
昭
和
四
十
七
年

（
一
九
七
二
）
に
埋
め
立
て
ら
れ
た
の
で
す
が
、

レ
ー
ル
は
池
の
堤
に
沿
っ
て
敷
か
れ
た
の
で
す
。

　
先
月
号
で
、
大
正
十
二
年
に
建
て
ら
れ
た
煉れ

ん

瓦が

造
り
の
天
美
車
庫
の
倉
庫
を
紹
介
し
ま
し

た
。
柏
原
市
教
育
委
員
会
の
石
田
成
年
さ
ん

に
い
ろ
い
ろ
と
教
わ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
際
、

「
布
忍
駅
に
開
通
当
時
に
使
わ
れ
て
い
た
か
も

知
れ
な
い
レ
ー
ル
が
あ
り
ま
す
よ
」
と
い
う
こ

と
も
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
長
さ
一
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
布
忍
駅
ホ
ー
ム

は
支
柱
に
よ
っ
て
上う
わ
屋や

が
支
え
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
上
り
ホ
ー
ム
の
ト
イ
レ
の
前
面
に
あ
る

三
本
の
支
柱
と
屋
根
の
支
え
の
一
本
に
大
正

期
の
レ
ー
ル
が
使
わ
れ
て
い
た
の
で
す
。
四
本

と
も
レ
ー
ル
側
面
に
文
字
や
数
字
が
刻
ま
れ

て
お
り
、
そ
こ
に
は
製
造
者
、
レ
ー
ル
の
種
類
、

製
造
時
期
な
ど
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
い
う
ま
で
も
な
く
、
レ
ー
ル
は
車
両
が
走
行

す
る
た
め
に
敷
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。
そ
れ
が

軌
道
と
し
て
の
耐
用
年
数
が
過
ぎ
る
と
、
取
り

替
え
ら
れ
た
後
に
も
ホ
ー
ム
上
屋
や
鉄
道
の

跨こ

線せ
ん

橋き
ょ
うな
ど
の
構
築
材
や
柵
に
再
利
用
さ
れ

る
ケ
ー
ス
も
あ
る
の
で
す
。

　
石
田
さ
ん
は
、
柏
原
市
内
の
Ｊ
Ｒ
関
西
本
線

柏
原
駅
や
近
鉄
道
明
寺
線
の
柏
原
駅
や
柏
原

南
口
駅
な
ど
に
再
利
用
さ
れ
た
明
治
時
代
か

ら
昭
和
初
期
の
レ
ー
ル
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

今
で
は
、
こ
う
し
た
刻
印
に
着
目
し
た
調
査
や

研
究
も
進
み
、
近
代
化
遺
産
を
考
え
る
う
え

で
、
一
つ
の
素
材
を
与
え
て
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
テ
ネ
シ
ー
社

旧
大
阪
鉄
道
レ
ー
ル
を
再
利
用

西
田
　
孝
司

（
松
原
市
文
化
財
保
護
審
議
会
）

布
忍
駅
で
確
認ｰ

大
正
12
年
製
レ
ー
ル

長尾街道の布忍第1号踏切から
布忍駅を望む（北新町1丁目）

→1923年、テネシー
社製造の刻印

　
今
回
、
布
忍
駅
で
確
認
さ
れ
た
古
レ
ー

ル
の
二
本
の
刻
名
は
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん

が
、
右
端
の
一
つ
と
屋
根
の
支
え
に
は
、「O

H  
TENNESSEE-7540-ASCE-7-1923

」と

刻
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
日
本
に
現
存
す
る
最
古
級
の
レ
ー
ル
は
明

治
時
代
初
期
の
一
八
七
〇
年
製
に
ま
で
さ
か

の
ぼ
り
、
製
造
し
た
国
は
欧
米
を
中
心
に
お
よ

そ
十
カ
国
、
製
造
所
は
五
〇
に
の
ぼ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
わ
が
国
で
も
、
八
幡
製
鉄
所
製

の
も
の
が
明
治
三
十
四
年（
一
九
〇
一
）か
ら
造

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
布
忍
駅
の
古
レ
ー
ル
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

製
で
、製
造
会
社
は
テ
ネ
シ
ー
（TENNESS

EE)

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
同
社
は
製

鉄
・
炭
鉱
・
鉄
道
を
経
営
し
て
お
り
、
ア
メ

リ
カ
最
大
の
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
Ｕ
Ｓ
ス

チ
ー
ル
の
一
員
で
し
た
。「OH

」は
レ
ー
ル
に
表

示
さ
れ
て
い
る
製
造
方
法
の
記
号
で
、「O

pen 
Hearth

（
平
炉
）」の
略
。「ASCE

」は
、
ア
メ
リ

カ
土
木
学
会
規
格
の
断
面
を
示
し
、
ど
の
重
量

で
も
レ
ー
ル
の
高
さ
と
底
部
の
幅
が
等
し
い

の
が
特
徴
で
す
。「7540

」は
テ
ネ
シ
ー
製
に
見

ら
れ
、
コ
ー
ド
ナ
ン
バ
ー
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。「7-1923

」は
一
九
二
三
年
七
月
、
つ
ま
り

大
正
十
二
年
七
月
の
製
造
で
あ
る
こ
と
を
示

し
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
布
忍 

 ̶

大
阪
天
王
寺
間
が
開
通

し
た
年
の
レ
ー
ル
で
、
ど
の
区
間
に
敷
か
れ
て

い
た
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
大
阪
鉄
道
時
代

の
遺
産
と
し
て
貴
重
な
も
の
で
し
ょ
う
。
鉄
道

フ
ァ
ン
な
ら
ず
と
も
、
今
後
と
も
古
レ
ー
ル
の

研
究
が
望
ま
れ
る
の
で
す
。

布忍駅の停留跡　道路から一段
と高くなっていることがわかる。

←布忍駅上りホーム
に見られる刻印のあ
る3本の支柱と屋根
支えの古レール
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